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はじめに
せされ、益々高齢者が雪国で住み難くなり、人口流出が懸念されるようになっている。
計画、特に近隣住区計画の在り方を探ろうとするものである。
急速に高齢化が進む・
＊新潟工科大学教授
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表一一1　都道府県別65歳以上人口割合：｜970～2010年 （％）
都道 1970年 1980年1990年 2000年2010年 都道 1970年1980年1990年 2000年2010年
府県 順位 順位 府県 順位 順位
全　国 7．06 9．1012．05 一 17．0321．28一 三　重 8．96 11．0913．58
26 18．5322．1228
北海道 5．77 8．10 11．9636 18．3423．4822 8．91 10．0212．0435 15．7318．3144
6．33 8．83 12．93 29 20．6426．11 5 7．91 10．2012．5831 17．2322．0130
岩　手 7．33 10．0814．5222 21．8826．01 6 大　阪 5．17 7．24 9．65 44 14．6320．9337
6．91 8．6811．8639 17．2120．2939 6．94 9．23 11、89．38 16．7821．1236
7．29 10．5115．61 8 24．09 28．511 奈　良 7．97 9．32 11．5840 16．0220．54 38
山　形 8．53 11．7216．26 4 23．0625．71 8 和歌山 9．23 11．77 15．3214 21．2825．44 9
福　島 7．95 10．4514．3323 20．3622．85’25 9．94 12．3316．20 5 21．9524．2617
7．90 9．24 11．9137 15．9919．4740 11．2413．7018．19 1 25．1927．67 2
7．68 9．34 12．3233 16．5119．2042 岡　山 9．74 11．9314．8419 20．1223．77 21’
7．88 9．96 13．0428 17．7721．3734 8．24 10．1913．3927 18．2422．2926三
埼　玉 5．14 6．16 8．28 47 11．7816．6847 山　口 9．08 11．6015．86 7 22．6727，36’ 4・［
千　葉 6．27 6．97 9．18 45 13．1518．0745 9．61 11．9815．52 9 21．9024．9712．
5．18 7．70 10．4941 15．6621．3933 9．55 11．9015．3612 　　　　・Q0．9724．14 20・，
神奈川 4．68 6．41 8．83 ◆46 13．0017．8346 9．39 11．6015．3613 21．6125．39
新　潟 8．06 11．1515．27 15 21．3524．5515 高　知 11．4313．1317．15 2 23．95．27．66 　　・R
富　山 8．08 11．1815．08 17 20．7724．8613 、7．26 9．37 12．4332 17．4721．22 　　．R5
8．15 10．5013．8025 18．5422．0929 9．27 11．8315．1516 20．4422．88 24－．．
9．01 11．5314．81 20 20．2223．2223 8．19 10．67　　m 14．6521 20．9224．26 18で
山　梨 8．97 11．6114．84 18 19．2221．7232 9．41 11．7315．4311 21．5024．55 14．亡
長　野 9．39 12．1516．10 6 21．4524．1719 9．51 11．7415．4810 22．0025．74
　’・　．
V’
7．85 9．69 12．71 30 17．9922．2527 8．45 10．4814．2524 20．9424．5316”
静　岡 7．06 9．07 12．1234 17．3221．8531 鹿児島 10．0912．7116．63 3 22．8025．01 11’
愛　知 5．71 7．43 9．81 43 14．26 19．4541 6．59 7．76 9．91 42 14．7318．37 43、
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（ては、都心を中心とするドーナツ形に高齢化が進展していることが判る。
　
　
戸数減少の段階に入っている。
③積雪地方都市では、都心を中心とするドーナツ形に高齢化が進展している。
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ニズムにより地域の衰退が徐々に進む様子が理解される。
めてみる。
集合住宅とするなどにより、市街地の高層ビルへの建て替えにより無雪都市化を推進する。
尚、ビルとピルの間は中間階に空中歩廊で結び、相互に行き来できるようなものとする。
　密集市街地では道路も狭く、建ぺい率も高いために雪の堆積場所にも豪雪年には事欠く。
従って、一斉雪下ろしとトラックによる屋根雪の搬出を効率良く行えるようにする。
率良く処理するために流雪溝の整備を行い、労力の軽減を図る。
行い、滑落式の高床式住宅の建設を行う。
ポインテッドアーチ式高床住宅の建設を行い、明るく暖かい家づくりを推進する。
根雪処理かちの解放を獲得する。この場合、ループ形の集落道路を無雪道路として整備し、
・‘
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合　計
積雪量が顕著に増加している。
になっている。尚、高床部分は車庫と物置として一般に使われている。
床の床が冷える」などとなっている。
　（4）屋根雪処理
　（5）車庫の確保　　　　　　　　　　　　　　　　・
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　この結果から高床部分だけでは既に車庫スペースが不足している実態が読み取れる。
コミュニティの再生も含め、早急に求めちれる。　　　　　・
に図れるネットワークづくりが、地域の活性化のために求めちれる。
．生活環境障害の克服策として以下の諸点を列挙することができる。
ェイを確保し整備することを提案したい。そのようにすれば人車道の完全分離が成立し、
快適で安全な冬季歩行路が確保されるものと期待される。
　　　　　　　　　　　　く
　最近の地域生活交流は、住宅が地域に対して閉鎖的な形態となっそいることも原因し、
やや停滞気味である。これかちの高齢化社会を楽しくして行くためには、テレビやビデオ、
と生活圏を拡大し、日常的な形で生活交流を盛んにすることが求めちれる。
③集落再編成の推進
　
　
　
　
路線を確保し、ある程度の賑わいが感じられる規模とする・
れちは社会的な歪みに伴うものが多く、積極的な形態は少ないものと推察される・
取りや仕様についてマニュアル化し、雪国におけるローコストで最小限の住宅を目指し、
建設し得る体制の整備が求められる。
3．都市の雪害リスクの軽減支援システム（まとめ）　　一『
容について、箇条書き的に整理しまとめとする。
　　インターネットの活用　ex。能力または技能並びに提供可能日時と時間の登録制度
・近隣住区の再編成
・集落再編成
③雪に強い町づくり
∩
つ
⑤雪に強い家づくり
⑥雪処理労力などの軽減
おわりに
を念願する。
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